
４.令和３年度作成河川（仙台市内）

２.市町村におけるハザードマップ作成について

想定し得る最大規模降雨の洪水浸水想定区域図について

１.社会的要請・背景

近年，大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し，想定を超える大規模な氾濫，水害の激甚化が
想定されます。このため，施設計画を超える豪雨が発生した場合など「最悪の事態」を想定して，
人命を守るとともに，社会経済被害の最小化を図るための対策を事前に検討し，準備しておくこ
とが重要となっています。

なお，平成２７年の水防法改正により，国土交通大臣又は都道府県知事は，これまでの河川整
備において基本となる降雨から「想定し得る最大規模の降雨」を対象として，洪水予報河川・水位
周知河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を指定し，指定の区域及び浸水深を公表す
るとともに，関係市町村の長に通知することとされました。

令和元年東日本台風等では，洪水浸水想定区域を指定していない河川において，多くの浸水
被害が発生したことから，令和３年７月の水防法改正により，洪水予報河川・水位周知河川に加
え洪水による災害の発生を警戒すべき住宅等の防護対象のある河川（その他河川）が，洪水浸
水想定区域の指定対象に追加されました。

●近年の水災害の激甚化

浸水想定区域をその区域に含む市町村の長は，想定最大規模における洪水を対象とし，洪水
浸水想定区域図に洪水予報等の伝達方法，避難場所その他洪水時の円滑かつ迅速な避難の
確保を図るために必要な事項等を記載した洪水ハザードマップを作成が定められており，印刷物
の配布やインターネット等により，住民の方々に周知するなどが求められています。
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３.これまでの作成状況について（宮城県）

●洪水ハザードマップ作成について

令和３年度は東日本台風により決壊した河川を含む３８河川（仙台市内は３河川）を作成し，令
和４年度出水期までに県全体で洪水予報河川３河川、水位周知河川３４河川，その他河川７５河
川，のべ１１１河川の公表を予定しています。

令和４年度についても背後に防護対象となる住宅等がある河川で作成し，令和５年度出水期ま
でに公表を予定しています。

また，ハザードマップの基礎資料として活用が可能な氾濫推定図について，国で作成する１０５
河川についても，令和７年度までに公表予定としています。

●洪水浸水想定区域図作成の作成状況と今後の予定について

令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ３ 日
仙 台 市 防 災 会 議
宮城県土木部河川課
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